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チャランケ通信　第１７号　2013年６月１７日
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　「チャランケ」とは、アイヌ語で談判、論議の意、「アイヌ社会における秩序維持の方法で、集落相互間又は集落内の個人間に、古来の社会秩序に反する行為があった場合、その行為の発見者が違反者に対して行うもの、違反が確定すれば償いなどを行って失われた秩序・状態の回復を図った」(三省堂『大辞林』より)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前内閣官房参与　峰崎直樹
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
素晴らしい６月の北海道、忙しい６月からの脱却は何時
６月と言う絶好のシーズンなのに、毎日忙しく駆けずり回っている。先週は、会津の山奥のペンションに出向き、大学時代の同級生らと囲碁、ゴルフ、登山、釣りなどに楽しいひと時を過ごした。パソコンが使えるものと思って持ち込んだが、うまく使えないため、東京のビッグカメラ店に持ち込んで辛うじて１１日の午後に「チャランケ通信１６号」の一斉送信が完了した次第である。ご心配をおかけしたことを、この場を借りてお詫びを申し上げたい。
　その後、東京工業大学で「社会保障と税」についての講義を行い、最終便で札幌に帰り、１３日には自治労の退職者会で学習会の講師を務め、その足で大阪に飛び、全国中小企業団体連合会の総会に出向き、再び15日に札幌に帰り小納谷幸一郎元後援会長の米寿のお祝いの会合に出席。その後、小樽出身の一橋の42年会という同級生の会合の代表である小杉さんと会食し、ようやく家路にたどり着いた次第である。今週もまた上京する予定であり、なぜ6月がこんなに忙しいのか、季節がよい時だけに北海道の初夏をゆっくりと満喫したいものだ。
　　父の日は、子どもの招待による札幌ドームのプロ野球観戦へ
　さて、今日はスポーツの話、とりわけプロ野球について述べてみたい。もちろん、プロ野球で使用している統一球の反発係数を、勝手に上げて飛距離を増大させていたことは、大問題であろう。加藤コミッショナーは変えることを知らされていなかったというが、では誰に責任があるのか、加藤氏は「不祥事ではない」と庇っておられるが、これは大変な不祥事以外の何物でもない。真相解明には第三者を入れて、きちんと調査してもらいたい。
　実は、小生も子どものころからのプロ野球ファンであり、生まれ育った広島と言う土地柄故に、広島カープのファンとして今日まで応援し続けてきた。札幌に来ても、円山球場で行われるプロ野球の試合をよく子どもを連れて見に行ったものだ。息子も、今では日本ハムファイターズの熱烈なファンになっている。16日の父の日には、広島と日本ハムの交流戦の観戦に招待され、札幌ドームで楽しいひと時を過ごすことができた。その子どもたちが小さい頃、「日本で一番速く投げるピッチャーは誰なの？」と聞かれ、はてさて誰なのかな、と思いあぐねていた。自分では、広島カープが昭和50年初優勝したときの日本シリーズで対戦し、どうしても打ち崩せなかった山口高志投手の球の速さが印象的であり、阪急ブレーブスの山口投手かな、などと答えていたのだが、それほど自信があるわけでもなかった。今のように、スピードガンがあるわけではないのだから…。
長嶋茂雄さん曰く「尾崎行雄こそ日本一の豪速球投手だ」
　時は2001年7月、プロ野球サンヨー・オールスターゲームが、完成した札幌ドーム球場で行われ、その翌朝1番便の日本航空で上京した際、隣の席に「ミスター」こと長嶋茂雄さんが座っておられるではないか。これはいろいろとお話が聞ける絶好のチャンス、とばかり名刺交換をしてすぐに1時間ばかり野球談議に花を咲かせていただいた。その時、一番聞きたかった質問は、もちろん「長嶋さんがこれまで対戦したピッチャーの中で、一番の剛速球ピッチャーは誰なのですか」という点であった。多分、立教大学からプロに入って最初に対戦し４打席４三振という厳しい洗礼を受けたピッチャーである国鉄スワローズ時代の金田正一さんかな、それとも、阪神にいたときの江夏豊さんかな、と密かに想定していたのだが、答えは「東映フライヤーズの尾崎行雄さんだね」と言う答えであった。「え、尾崎さん」と言う思いから「金田さんの球はどうでしたか」と再質問したところ、長嶋さんは「金ちゃんの球は、軽くてね」という答えであった。長嶋さんは、続けて「尾崎の球は重くてホップするんだよね」と言うことを付け加えた。確か、重い球は回転数の関係でホップするのは難しいと言われ、球の握りをしっかりする必要がある。それでいて回転数を高めて浮き上げるためには相当のグリップの強さを必要とするだけに、「重くてホップする球」のイメージを探りあぐねていたことを思い出す。
　大阪出張中に、長嶋さんから聞いていた剛速球ピッチャー尾崎行雄さんが6月13日亡くなられたという新聞記事が目に留まった。享年68歳という年齢で、考えてみれば小生と同じ年なのだ。甲子園で法政二高の柴田勲と浪商の尾崎の対決は名勝負として後世に語り継がれている。尾崎は浪商を中退して東映フライヤーズに入団し、いきなり一年目で20勝を挙げ新人王に輝くなど、最初の5年間で98勝をあげたものの、その後は肩を痛めたりして29歳で引退せざるを得なかった。訃報を伝える各新聞の記事をあらためて読んでみると、その剛速球ぶりが伝えられ、長嶋さんの評価が「なるほど」と思えてくる。
やはり、ヘッジファンドが日本株投機で巨利を貪る
　さて、アベノミクスが変調をきたし始めている。長期金利のボラティリティが高まり、黒田日銀の異次元緩和策がうまく作動しなくなったことに加え、円高と株価暴落が進み始め、市場はやや混乱状態にある。
　そうした中で、株式市場に対する投機筋の動きがあり、その投機筋が自分たちの企画したとおり、買いから売りへと転換したことから株価の下落が始まったことが明確になってきた。１５日付の朝日新聞は、株価の暴落の背景に迫っている。題して「『日本株は上がりすぎ。勝負に備えよ』　米ヘッジファンド、暴落前に売る手配」のなかで、欧米のヘッジファンドが用意周到に株価を上げてきて、もう上がりすぎの判断をしたら一斉に売りに転じていったようすを淡々と報道している。記事の中では、これからも下がった株を買い込むことも企画し、再び日本株に対して投機に走ることも予告している。
こうしたヘッジファンドはアメリカを中心に世界全体で３月末に２４０兆円にも達していると言い、そのうちのかなりの部分が日本株に投資され、海外投資家の買い越し額が約１０兆円に膨らみ、今それが売りに転じて相場が下落しつつあるのだ。
約１０兆円の巨額利益が海外投資家へ流れる
　一体、ヘッジファンドは、どのくらい濡れ手に粟の利益を稼いだのか、最新号の月刊誌『世界』７月号の赤木昭夫氏の論文「日本財政の結末」によれば、唯一ジョージ・ソロスのファンドだけが昨年１１月から今年２月までの４か月間で１０億ドル稼いだことが判明している数値を利用して大雑把な推計をしている。ファンド全体では１，０００億ドル、約１０兆円もの巨額の利益が海外にもたらされたという。この結果やプロセスから言えることは、「日本を一見このところ通貨や株の取引で活気づかせているのは、実はソロスを始めとする外人投資家であって、日銀でもなければ、財務省でも、日本経済のファンダメンタルでもない」と喝破されている。恐らく、このような事実が本当のところなのだろう。
「あべこべ相場」とは、異常な金融緩和が正常に見える
最近の金融市場相場について、「アベコベ相場」なる言葉が流布しているという。アメリカ経済が回復する情報が流れると株式相場が下落するという現象である。つまり、経済が回復すれば、FRBが量的緩和政策を店じまいするのではないか、そうすれば、株価を支えていたジャブジャブの金融緩和が終焉し、株価を維持できなくなるということのようだ。今の時代は金融緩和による投機マネーこそが株価を形成するのであり、実体経済の好転による景気回復・株価の上昇と言う正常なサイクルが考えられなくなるほど異常な実態にあると言えよう。一体全体、今後のアベノミクスはどのように展開していくのだろうか。金融政策だけでなく、財政政策や成長政策なども参議院選挙を前にしてようやく一応の決定はしたようだが、それぞれに困難な問題を抱えている。とりわけ財政については、どう進めても国民の生活を犠牲にせざるを得なくなる道しか残されていないようだ。特に、期待通りインフレが始まり、景気が拡大し、長期金利が上昇し始めてきたとき、果たして金融緩和から引き締めへと、金融だけの論理で出口が決められるのだろうか。財政が金利上昇により破たん状態になれば、国債を購入している金融機関の資産が劣化し、金融危機にまで波及していくのではないか。その際、日銀はどのような独立性を保持できるのか、その点こそが問題なのだと言えよう。
アベノミクスの問題点、格差問題の解決を
スティグリッツ教授は所得再分配の重要性を指摘
そうした中、１６日付の朝日新聞紙上で、スティグリッツ教授がアベノミクスを成功させるための問題点として、格差問題を解決しなければならないことを強調されている。すなわち、「所得上位１%の人は下位の人に比べ、収入を消費に回す比率が低いので、所得再分配をした方が経済を刺激できます。再分配は経済を刺激し、成長させるための有効な手段の一つなのです」と再分配政策の有効性を明確に主張されているのである。
アベノミクスを支持される日本のリフレ派の方たちは、このような再分配政策、即ち税や社会保険料の負担増の重要性を決して認めようとはしないのである。スティグリッツ教授の提起を、しっかりと受け止められる政治勢力が今こそ求められているのだ。
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